
(57)【要約】

【課題】ガイドワイヤの先端近傍に保持されたドレナー

ジチューブを所定位置に誘導したら、その状態のまま円

滑にガイドワイヤをプッシャーチューブ内から抜き出し

てドレナージチューブを留置することができる使い易い

内視鏡用ドレナージチューブ留置具を提供すること。

【解決手段】高周波電源接続コネクタ１６を、プッシャ

ーチューブ４の基端に取り付けられた口金部材４ａの基

端面に当接する状態に配置して、高周波電源接続コネク

タ１６を前方に押し込み操作することによりガイドワイ

ヤ１とプッシャーチューブ４とが一緒に前方に移動し、

高周波電源接続コネクタ１６を後方に引き戻すことによ

り、プッシャーチューブ４内からガイドワイヤ１が引き

出されて、先端側においてドレナージチューブ３内から

ガイドワイヤ１が引き抜かれるようにした。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
生 体 組 織 に 穿 刺 さ れ る 穿 刺 部 が 先 端 に 設 け ら れ た 導 電 性 の ガ イ ド ワ イ ヤ と 、 上 記 ガ イ ド ワ
イ ヤ の 先 端 寄 り の 位 置 に 被 嵌 さ れ て 摩 擦 抵 抗 に よ っ て そ こ に 保 持 さ れ た ド レ ナ ー ジ チ ュ ー
ブ と 、 上 記 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ を 上 記 ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 側 に 押 し 出 せ る よ う に 上 記 ガ イ ド
ワ イ ヤ に 緩 く 被 嵌 さ れ た 可 撓 性 の プ ッ シ ャ ー チ ュ ー ブ と 、 高 周 波 電 源 コ ー ド を 接 続 す る た
め に 上 記 ガ イ ド ワ イ ヤ の 基 端 に 取 り 付 け ら れ た 高 周 波 電 源 接 続 コ ネ ク タ と を 有 す る 内 視 鏡
用 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ 留 置 具 に お い て 、
上 記 高 周 波 電 源 接 続 コ ネ ク タ を 、 上 記 プ ッ シ ャ ー チ ュ ー ブ の 基 端 に 取 り 付 け ら れ た 口 金 部
材 の 基 端 面 に 当 接 す る 状 態 に 配 置 し て 、 上 記 高 周 波 電 源 接 続 コ ネ ク タ を 前 方 に 押 し 込 み 操
作 す る こ と に よ り 上 記 ガ イ ド ワ イ ヤ と 上 記 プ ッ シ ャ ー チ ュ ー ブ と が 一 緒 に 前 方 に 移 動 し 、
上 記 高 周 波 電 源 接 続 コ ネ ク タ を 後 方 に 引 き 戻 す こ と に よ り 、 上 記 プ ッ シ ャ ー チ ュ ー ブ 内 か
ら 上 記 ガ イ ド ワ イ ヤ が 引 き 出 さ れ て 、 先 端 側 に お い て 上 記 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ 内 か ら 上 記
ガ イ ド ワ イ ヤ が 引 き 抜 か れ る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ 留
置 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ を 体 腔 内 に 留 置 す る た め に 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ
ル に 挿 通 し て 使 用 さ れ る 内 視 鏡 用 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ 留 置 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 に 、 膵 管 や 胆 管 内 等 に 溜 ま っ た 分 泌 液 を 排 出 さ せ る た め に 経 内 視 鏡 的 に ド レ ナ ー ジ チ
ュ ー ブ を 体 内 に 留 置 す る 手 技 に 用 い ら れ る 内 視 鏡 用 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ 留 置 具 に は 、 生 体
組 織 に 穿 刺 さ れ る 穿 刺 部 が 先 端 に 設 け ら れ た 可 撓 性 の ガ イ ド ワ イ ヤ と 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 先
端 寄 り の 位 置 に 被 嵌 さ れ て 摩 擦 抵 抗 に よ っ て そ こ に 保 持 さ れ た ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ と 、 ド
レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ を ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 側 に 押 し 出 せ る よ う に ガ イ ド ワ イ ヤ に 緩 く 被 嵌 さ れ
た 可 撓 性 の プ ッ シ ャ ー チ ュ ー ブ と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 基 端 に は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端 を 生 体 組 織 に 穿 刺 す る 際 に ガ イ ド ワ
イ ヤ に 高 周 波 電 流 を 通 電 し て 出 血 を な く せ る よ う に 、 高 周 波 電 源 コ ー ド を 接 続 す る た め の
高 周 波 電 源 接 続 コ ネ ク タ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ し て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ を 先 端 近 傍 に ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ が 保 持 さ れ た 状 態 で 押 し 込 み 操 作
し 、 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ が 所 定 位 置 に 達 し た と こ ろ で プ ッ シ ャ ー チ ュ ー ブ 内 か ら ガ イ ド ワ
イ ヤ を 引 き 出 せ る よ う に 、 プ ッ シ ャ ー チ ュ ー ブ の 基 端 に 取 り 付 け ら れ た 口 金 部 材 と ガ イ ド
ワ イ ヤ の 基 端 に 取 り 付 け ら れ た 高 周 波 電 源 接 続 コ ネ ク タ と が い わ ゆ る ル ア ー ロ ッ ク 口 金 に
よ り 係 脱 自 在 に 構 成 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － ３ １ ８ ８ ２ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 の よ う な 従 来 の 内 視 鏡 用 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ 留 置 具 に お い て は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端
近 傍 に 保 持 さ れ た ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ を 所 定 位 置 に 誘 導 し て か ら 、 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ を
そ こ に 留 置 す る た め に プ ッ シ ャ ー チ ュ ー ブ 内 か ら ガ イ ド ワ イ ヤ を 引 き 出 す 操 作 を 行 う 際 に
は 、 プ ッ シ ャ ー チ ュ ー ブ の 基 端 口 金 と ガ イ ド ワ イ ヤ の 基 端 に 取 り 付 け ら れ た 高 周 波 電 源 接
続 コ ネ ク タ と の 係 合 を 外 す 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し か し 、 そ の よ う な 係 合 を 外 す た め に は 二 本 の 手 を 使 っ て 螺 脱 操 作 等 を 行 う 必 要 が あ る の
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で 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 引 き 出 し 操 作 に 移 る 際 の 操 作 が 煩 雑 で 面 倒 な も の に な り 、 も た つ い て
い る う ち に ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ が 所 定 位 置 か ら 移 動 し て し ま う 場 合 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ こ で 本 発 明 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端 近 傍 に 保 持 さ れ た ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ を 所 定 位 置 に
誘 導 し た ら 、 そ の 状 態 の ま ま 円 滑 に ガ イ ド ワ イ ヤ を プ ッ シ ャ ー チ ュ ー ブ 内 か ら 抜 き 出 し て
ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ を 留 置 す る こ と が で き る 使 い 易 い 内 視 鏡 用 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ 留 置 具
を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ 留 置 具 は 、 生 体 組 織 に
穿 刺 さ れ る 穿 刺 部 が 先 端 に 設 け ら れ た 導 電 性 の ガ イ ド ワ イ ヤ と 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端 寄 り
の 位 置 に 被 嵌 さ れ て 摩 擦 抵 抗 に よ っ て そ こ に 保 持 さ れ た ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ と 、 ド レ ナ ー
ジ チ ュ ー ブ を ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 側 に 押 し 出 せ る よ う に ガ イ ド ワ イ ヤ に 緩 く 被 嵌 さ れ た 可 撓
性 の プ ッ シ ャ ー チ ュ ー ブ と 、 高 周 波 電 源 コ ー ド を 接 続 す る た め に ガ イ ド ワ イ ヤ の 基 端 に 取
り 付 け ら れ た 高 周 波 電 源 接 続 コ ネ ク タ と を 有 す る 内 視 鏡 用 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ 留 置 具 に お
い て 、 高 周 波 電 源 接 続 コ ネ ク タ を 、 プ ッ シ ャ ー チ ュ ー ブ の 基 端 に 取 り 付 け ら れ た 口 金 部 材
の 基 端 面 に 当 接 す る 状 態 に 配 置 し て 、 高 周 波 電 源 接 続 コ ネ ク タ を 前 方 に 押 し 込 み 操 作 す る
こ と に よ り ガ イ ド ワ イ ヤ と プ ッ シ ャ ー チ ュ ー ブ と が 一 緒 に 前 方 に 移 動 し 、 高 周 波 電 源 接 続
コ ネ ク タ を 後 方 に 引 き 戻 す こ と に よ り 、 プ ッ シ ャ ー チ ュ ー ブ 内 か ら ガ イ ド ワ イ ヤ が 引 き 出
さ れ て 、 先 端 側 に お い て ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ 内 か ら ガ イ ド ワ イ ヤ が 引 き 抜 か れ る よ う に し
た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ 留 置 具 を 示 し て お り 、 １ は 、 例 え ば
導 電 性 の あ る ス テ ン レ ス 鋼 線 の 単 線 又 は 撚 り 線 か ら な る 可 撓 性 の あ る ガ イ ド ワ イ ヤ で あ り
、 使 用 さ れ る 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル よ り 例 え ば １ ０ ～ ２ ０ ｃ ｍ 程 度 長 い 全 長 に 形
成 さ れ て 、 先 端 部 分 に は 、 生 体 組 織 に 穿 刺 す る た め の 先 端 穿 刺 部 １ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ガ イ ド ワ イ ヤ １ の 表 面 部 に は 、 四 フ ッ 化 エ チ レ ン 樹 脂 又 は ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 等 の コ ー テ ィ
ン グ 又 は チ ュ ー ブ 等 か ら な る 電 気 絶 縁 性 の 被 覆 １ ｂ が 先 端 穿 刺 部 １ ａ を 除 く ほ ぼ 全 体 に ガ
イ ド ワ イ ヤ １ と 一 体 に な る よ う に 施 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ガ イ ド ワ イ ヤ １ の 先 端 近 傍 の 位 置 に は 、 体 内 に お け る 排 液 を す る た め に 留 置 さ れ る ド レ ナ
ー ジ チ ュ ー ブ ３ が 、 例 え ば ガ イ ド ワ イ ヤ １ の 先 端 の 先 端 穿 刺 部 １ ａ か ら 数 ｍ ｍ ～ １ ｃ ｍ 程
度 の 間 隔 を あ け て 被 嵌 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ ３ は 、 二 点 鎖 線 で 示 さ れ る よ う に 、 自 然 状 態 に お い て 両 端 が カ ー
ル し た い わ ゆ る ピ ッ グ テ ー ル 型 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ で あ り 、 体 内 臓 器 内 に 留 置 さ れ た と き
に 、 両 端 の カ ー ル 部 が 臓 器 内 に 納 ま っ て ア ン カ ー の 役 割 を 果 た す も の で あ る 。 た だ し 、 ド
レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ ３ は 真 っ 直 ぐ 又 は Ｓ 字 形 等 各 種 の タ イ プ の も の を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ ３ は 、 例 え ば フ ッ 素 樹 脂 等 の 軟 質 プ ラ ス チ ッ ク か ら な り 、 ガ イ ド ワ イ
ヤ １ に 被 嵌 さ れ た 状 態 で は 弾 性 変 形 し て 真 っ 直 ぐ に な り 、 元 の 形 状 に 戻 ろ う と す る 自 己 の
弾 性 で ガ イ ド ワ イ ヤ １ と の 間 に 生 じ る 摩 擦 抵 抗 に よ っ て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ ３ が 保 持 さ れ た 部 分 よ り 手 元 側 の 部 分 に は 、 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ ３ を
先 側 に 押 し 出 す た め の 可 撓 性 チ ュ ー ブ か ら な る プ ッ シ ャ ー チ ュ ー ブ ４ が 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １
に 全 長 に わ た っ て 緩 く 被 嵌 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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プ ッ シ ャ ー チ ュ ー ブ ４ は 、 四 フ ッ 化 エ チ レ ン 樹 脂 又 は ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 等 の よ う な 電 気 絶
縁 性 の 可 撓 性 チ ュ ー ブ に よ っ て 形 成 さ れ て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ に 対 し て 進 退 自 在 に 被 嵌 さ れ
、 そ の 先 端 面 が ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ ３ の 後 端 面 に 当 接 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
し た が っ て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ に 沿 っ て プ ッ シ ャ ー チ ュ ー ブ ４ を 前 方 に 押 せ ば 、 手 元 側 か ら
の 操 作 に よ り ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ ３ を ガ イ ド ワ イ ヤ １ の 先 端 か ら 押 し 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ 留 置 具 の 手 元 側 に 配 置 さ れ た 手 元 部 本 体 １ １ は 、 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通
チ ャ ン ネ ル の 入 口 部 分 に 着 脱 自 在 な ル ア ー ロ ッ ク 雌 口 金 部 １ １ ａ が 支 持 筒 体 部 １ １ ｂ の 一
端 側 に 固 着 さ れ 、 そ の 支 持 筒 体 部 １ １ ｂ の 他 端 側 に キ ャ ッ プ 部 １ １ ｃ が 螺 合 に よ り 取 り 付
け ら れ た 構 成 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
プ ッ シ ャ ー チ ュ ー ブ ４ の 基 端 に 連 結 固 着 さ れ た 例 え ば ス テ ン レ ス 鋼 等 か ら な る プ ッ シ ャ ー
基 端 口 金 ４ ａ が 支 持 筒 体 部 １ １ ｂ 内 に 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 嵌 挿 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
そ し て 、 プ ッ シ ャ ー 基 端 口 金 ４ ａ を 手 元 部 本 体 １ １ に 任 意 に 固 定 す る た め の 手 動 固 定 ネ ジ
１ ３ が キ ャ ッ プ 部 １ １ ｃ の 側 面 に 形 成 さ れ た ネ ジ 孔 に 螺 合 し て い る 。 １ ４ は 、 手 動 固 定 ネ
ジ １ ３ の 抜 け 止 め の た め の 抜 け 止 め ピ ン で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
し た が っ て 、 手 動 固 定 ネ ジ １ ３ を 緩 め れ ば 、 プ ッ シ ャ ー チ ュ ー ブ ４ を 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通
チ ャ ン ネ ル に 対 し て 挿 脱 方 向 に 移 動 さ せ る よ う に プ ッ シ ャ ー 基 端 口 金 ４ ａ を 進 退 さ せ る こ
と が で き 、 手 動 固 定 ネ ジ １ ３ を 締 め 付 け れ ば 、 プ ッ シ ャ ー 基 端 口 金 ４ ａ が 手 元 部 本 体 １ １
に 固 定 さ れ て プ ッ シ ャ ー チ ュ ー ブ ４ が 内 視 鏡 に 対 し て 移 動 し な い 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ガ イ ド ワ イ ヤ １ の 基 端 部 分 に は 、 一 部 が プ ッ シ ャ ー 基 端 口 金 ４ ａ の 基 端 か ら 突 出 し た 状 態
に な る 例 え ば 電 気 絶 縁 性 の プ ラ ス チ ッ ク パ イ プ 等 か ら な る 絶 縁 筒 体 １ ５ が 被 覆 １ ｂ を 囲 む
状 態 に 固 着 さ れ て 、 プ ッ シ ャ ー 基 端 口 金 ４ ａ に 対 し て 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 嵌 挿 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
そ し て 、 絶 縁 筒 体 １ ５ の 基 端 に は 、 図 示 さ れ て い な い 高 周 波 電 源 コ ー ド を 接 続 す る た め の
高 周 波 電 源 接 続 コ ネ ク タ １ ６ が 取 り 付 け ら れ て い て 、 高 周 波 電 源 接 続 コ ネ ク タ １ ６ の 接 続
端 子 １ ６ ａ が ガ イ ド ワ イ ヤ １ と 電 気 的 に 導 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
高 周 波 電 源 接 続 コ ネ ク タ １ ６ は プ ッ シ ャ ー 基 端 口 金 ４ ａ に 対 し て 独 立 し て 軸 線 方 向 に 進 退
自 在 で あ り 、 矢 印 Ａ で 示 さ れ る よ う に 高 周 波 電 源 接 続 コ ネ ク タ １ ６ を プ ッ シ ャ ー 基 端 口 金
４ ａ に 対 し て 進 退 さ せ る こ と に よ り 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ が プ ッ シ ャ ー チ ュ ー ブ ４ 内 で 軸 線 方
向 に 進 退 し て 、 矢 印 Ｂ で 示 さ れ る よ う に 、 先 端 側 に お い て ガ イ ド ワ イ ヤ １ の 先 端 穿 刺 部 １
ａ が ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ ３ に 対 し て 突 没 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
略 円 柱 状 に 形 成 さ れ た 高 周 波 電 源 接 続 コ ネ ク タ １ ６ は 、 プ ッ シ ャ ー 基 端 口 金 ４ ａ の 基 端 面
に 対 し て 単 純 に 当 接 す る よ う に 配 置 さ れ て お り 、 高 周 波 電 源 接 続 コ ネ ク タ １ ６ を 前 方 （ 図
１ に お い て 下 方 ） に 押 し 込 み 操 作 す る こ と に よ り 、 二 点 鎖 線 で 示 さ れ る よ う に 高 周 波 電 源
接 続 コ ネ ク タ １ ６ が プ ッ シ ャ ー 基 端 口 金 ４ ａ に 当 接 し て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ と プ ッ シ ャ ー チ
ュ ー ブ ４ と が 一 緒 に 前 方 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
そ し て 、 高 周 波 電 源 接 続 コ ネ ク タ １ ６ を 後 方 （ 図 １ に お い て 上 方 ） に 単 純 に 引 き 戻 す と 、
プ ッ シ ャ ー 基 端 口 金 ４ ａ か ら ガ イ ド ワ イ ヤ １ が 引 き 出 さ れ て 、 先 端 側 に お い て ド レ ナ ー ジ
チ ュ ー ブ ３ 内 か ら 後 方 に ガ イ ド ワ イ ヤ １ が 引 き 抜 か れ 、 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ ３ を 目 標 部 位
に 留 置 す る こ と が で き る 。 な お 、 こ の と き に 手 動 固 定 ネ ジ １ ３ を 締 め 込 ん で お け ば 、 プ ッ
シ ャ ー チ ュ ー ブ ４ の 移 動 が よ り 完 全 に 規 制 さ れ て ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ ３ が 所 定 位 置 か ら 動
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か な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ２ な い し 図 ５ は 、 そ の よ う に し て ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ ３ を 目 標 部 位 １ ０ ０ に 留 置 す る 動
作 を 順 に 示 し て お り 、 先 ず 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 内 視 鏡 ５ ０ の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ５
２ の 入 口 口 金 ５ ２ ａ に 、 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ 留 置 具 の 手 元 部 本 体 １ １ の ル ア ー ロ ッ ク 雌 口
金 部 １ １ ａ を 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
内 視 鏡 ５ ０ の 挿 入 部 ５ １ の 先 端 が 目 標 部 位 １ ０ ０ を 狙 撃 す る の に 適 し た 位 置 に 誘 導 さ れ た
ら 、 高 周 波 電 源 接 続 コ ネ ク タ １ ６ に 高 周 波 電 源 コ ー ド ３ ０ の 電 源 コ ネ ク タ ３ １ を 接 続 す る
（ た だ し 、 予 め 接 続 し て お い て も よ い ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
そ し て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ に 高 周 波 電 流 を 通 電 し な が ら 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 高 周 波 電
源 接 続 コ ネ ク タ １ ６ を 単 純 に 前 方 に 押 し 込 み 操 作 す る こ と に よ り 、 プ ッ シ ャ ー 基 端 口 金 ４
ａ （ 及 び プ ッ シ ャ ー チ ュ ー ブ ４ ） が 高 周 波 電 源 接 続 コ ネ ク タ １ ６ （ 及 び ガ イ ド ワ イ ヤ １ ）
と 一 体 に 移 動 し て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ の 先 端 穿 刺 部 １ ａ が 目 標 部 位 １ ０ ０ に 穿 刺 さ れ 、 そ れ
と 共 に ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ ３ が 目 標 部 位 １ ０ ０ 内 に 挿 管 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ ３ が 目 標 部 位 １ ０ ０ 内 の 所 定 位 置 に 位 置 す る 状 態 に な っ た ら 、 図 ４ に
示 さ れ る よ う に 、 高 周 波 電 源 接 続 コ ネ ク タ １ ６ を 単 純 に 後 方 に 引 き 戻 す こ と に よ り 、 プ ッ
シ ャ ー チ ュ ー ブ ４ 内 か ら ガ イ ド ワ イ ヤ １ が 引 き 出 さ れ て 、 先 側 に お い て ド レ ナ ー ジ チ ュ ー
ブ ３ 内 か ら ガ イ ド ワ イ ヤ １ が 引 き 抜 か れ る 。 な お 、 こ の と き に 手 動 固 定 ネ ジ １ ３ を 締 め 込
ん で お け ば 、 プ ッ シ ャ ー チ ュ ー ブ ４ を 確 実 に 固 定 状 態 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の よ う に し て 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ ３ が 目 標 部 位 １ ０ ０ に 対 し
て 所 望 の 状 態 に な っ て 体 内 に 留 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 高 周 波 電 源 接 続 コ ネ ク タ を 単 純 に 押 し 込 み 操 作 す る こ と に よ り ガ イ ド ワ
イ ヤ と プ ッ シ ャ ー チ ュ ー ブ と が 一 緒 に 前 方 に 移 動 し 、 高 周 波 電 源 接 続 コ ネ ク タ を 単 純 に 引
き 戻 す こ と に よ り プ ッ シ ャ ー チ ュ ー ブ 内 か ら ガ イ ド ワ イ ヤ が 引 き 出 さ れ て ド レ ナ ー ジ チ ュ
ー ブ 内 か ら ガ イ ド ワ イ ヤ が 引 き 抜 か れ る の で 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端 近 傍 に 保 持 さ れ た ド レ
ナ ー ジ チ ュ ー ブ を 所 定 位 置 に 誘 導 し た ら 、 そ の 状 態 の ま ま 円 滑 に ガ イ ド ワ イ ヤ を プ ッ シ ャ
ー チ ュ ー ブ 内 か ら 抜 き 出 し て ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ を 容 易 か つ 正 確 に 留 置 す る こ と が で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ 留 置 具 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ 留 置 具 の 使 用 状 態 の 略 示 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ 留 置 具 の 使 用 状 態 の 略 示 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ 留 置 具 の 使 用 状 態 の 略 示 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ 留 置 具 の 使 用 状 態 の 略 示 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ガ イ ド ワ イ ヤ
１ ａ 　 先 端 穿 刺 部
３ 　 ド レ ナ ー ジ チ ュ ー ブ
４ 　 プ ッ シ ャ ー チ ュ ー ブ
４ ａ 　 プ ッ シ ャ ー 基 端 口 金 （ 口 金 部 材 ）
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１ ５ 　 絶 縁 筒 体
１ ６ 　 高 周 波 電 源 接 続 コ ネ ク タ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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